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▽令和６年度 第２回理事会報告・令和７年度の事業計画概要（案）について 
 

本年度第２回理事会は、11 月 15 日付文書

により、11月 29 日を理事会指定日として各

議案について文書により審議いただき、全理

事から下記議案について承認を得ました。 

「令和６年度事業経過報告書（案）」 

「令和６年度収支中間決算報告書（案）」 

「令和７年度事業計画概要（案）」 

 

＜令和７年度事業計画概要＞ 

 ここでは承認いただいた、令和７年度の事業

計画概要の内容を紹介します。 

〇取り組み方針 

 令和７年度は、引き続き都道府県組織への支

援につながる講師派遣事業を推進するととも

に、令和６年度の調査研究事業を踏まえて、具

体的な仕組みづくりにつながる調査研究事業

を展開する。 

 令和７年度の調査研究事業の柱は、次の２本

とし、専門委員の知見を活かした調査研究を進

める。 

・「オンラインによる視聴覚センター・ライブ

ラリーの機能強化に向けた調査研究」（継続） 

・「オンラインネットワークを利用した 16 ミ

リ活用ネットワーク構築にむけた調査研究

（拡充）」 

 また、これらの取り組みを活かすためにも、

引き続き他の教育メディア関係組織や団体と

の連携を進め、教育メディア利用推進会議、著

作権処理のための協議会、視聴覚教育・放送教

育合同全国大会等を積極的に実施する。 

〇事業計画 

・会議 

①理事会 

第１回文書理事会 ５月 

第２回理事会 １１月下旬日 

②常任理事会 

第１回常任理事会 ４月 

第２回常任理事会 １１月初旬 

③専門委員会 

 全国をブロック別に分け、専門委員を委嘱し、

主としてブロックの情報交流や拠点における

研究・研修事業の推進。また、全国大会におけ

る全視連関係分科会での指導助言・運営・記録

等の協力体制を継続する。 

・実施事業 

①令和７年度視聴覚教育総合全国大会・放送教

育研究会全国大会 合同全国大会の開催 
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 令和７年度視聴覚教育総合全国大会・放送教

育研究会全国大会 合同全国大会は、「未来社会

に向けて 生涯にわたる学びを支えるメディア

活用」をテーマに、11月 28（金）・29 日（土）

に開催する。開催に当たり、大会における生涯

学習部門の充実を図り、「ワークショップ・セ

ミナー」及び「実践発表」により全視連分科会

の充実を図る。 

・期日：令和７年 11 月 28（金）・29 日（土） 

②全国視聴覚教育連盟視聴覚教育功労者の表 

 彰 

 第 28回表彰として加盟団体、各都道府県指

定都市教育委員会から推薦を受け、選考委員会

にて決定する。 

③調査研究事業 

▽「オンラインによる視聴覚センター・ライブ

ラリーのネットワーク構築向けた調査研究」

（継続） 

令和６年度の実績を踏まえてより緊密で各

視聴覚センター・ライブラリーにとって有用な

交流機会の継続的実施と研修会を開催し、ネッ

トワーク構築を進める。 

▽「オンラインネットワークを利用した 16 ミ

リ活用ネットワーク構築にむけた調査研究」

（拡充） 

 令和６年度の調査研究で検討した 16ミリ活

用ネットワークの運用を開始し、効果を検証す

るとともに、16 ミリ映写機の延命につながる

メンテナンス方法の情報交換やパーツの相互

融通の仕組みづくりの検討を進める。 

➃講師派遣事業の実施 

全視連講師９名のから、加盟団体が希望する

講師を講演や研修会に派遣する。 

 

 

                                             

▽令和６年度 視聴覚・放送教育合同全国大会報告 

 

去る 11 月８日（金）・９日（土）の 2 日

間にわたり、標記合同全国大会が、「未来社会

に向けて 生涯にわたる学びを支えるメディ

ア活用」をテーマに、時代に即した視聴覚教

育・放送教育に関する内容で、１日目は東京

都中野区立上鷺宮小学校にて授業公開（６学

年各１授業）を、２日目はオンラインによる

ワークショップ・セミナー、全体会、全体講

演、実践発表などを実施し、最新の視聴覚教

育・放送教育、ＩＣＴ教材・機器に関する情

報を提供することを目的に開催されました。 

●１日目 授業公開 

・期日：11月８日（金）13:00～16:30 

・会場：東京都中野区立上鷺宮小学校 

・研究主題 

「新しい時代に生きる力を育む視聴覚（情

報・ICT）教育の追究」～個別最適な学び

と協働的な学びの充実に向けた授業デザイ

ンを通して～ 

・特別講演 

講師 松本 博幸氏（印西市教育委員会教

育 DX 専門官）／テーマ「新たな情報

教育の取組～生成 AIの利用など～」 

・授業公開 

第１学年～第６学年まで各１授業 
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●２日目 オンライン大会 

＜生涯学習部会＞ 

▽セミナー（9:00～11:00）生涯学習 

テーマ：「16ミリフィルム利用の延命策と終

方」 

講師：立見 康彦氏（元群馬大学大学院客員教

授、元群馬県視聴覚センター課長、現

群馬県退職校長会会長） 

講演内容： 

・16 ミリフィルム利用の延命策 

 1 16 ミリフィルムの延命策 

①保管・保全／②修理／③利用可能な目録

づくりと広報／④ライブラリーの連携 

 2 16 ミリ映写機の延命策 

①点検・修理／②部品の保管利用／③点検

修理講習会の開催／④ライブラリーの連携 

３ 16 ミリフィルム利用の延命策 

①利用推奨する 16 ミリフィルムの広報／

②利用推奨する映画会の開催／③視聴覚ラ

イブラリー利用の増加／④16 ミリ映写機

操作技術講習会の開催／⑤16 ミリフィル

ム利用団体の育成 

・終い方 

 1 16 ミリフィルムの廃棄と移管 

 廃棄と移管は、共に全国視聴覚連盟に様

式に基づいて届け出る。 

▽全体会（11:10～11:40）各団体共通 

・主催者挨拶 

・文部科学大臣祝辞 

・各団体功労者紹介 

・ＮＨＫプレゼンテーション 

▽全体講演（12:40～14:00） 

講 師：高橋 純氏（東京学芸大学教授） 

テーマ：「生涯にわたって能動的に学び続ける

力を育むメディア活用」 

＜生涯学習部会＞ 

▽実践発表（14:10～16:00） 

テーマ：「県の視聴覚教育施設の取り組みと市

町村に対する支援策の状況」 

進行・講師：丸山全視連副専門委員長 

１）実践発表１ 

テーマ：「新潟県の ICT 推進事業について 

市町村行政職員に向けた取り組み」 

発表者：榎本 尚志氏（新潟県立生涯学習推

進センター社会教育主事） 

新潟県立生涯学習推進センターでは、「誰一

人取り残さない」をキーワードに各種研修会

を企画・運営している。その中のＩＣＴ推進

事業では、市町村行政職員・公民館主事・学  

講師：立見康彦氏 

 

司会・講師：丸山副委員長 

 

発表者：榎本尚志氏 
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校教職員を対象にデジタル社会のニーズに応

じて、オンライン教育ツールやＡＩ技術、ク

ラウドサービスの活用など最新の技術や情報

を取り入れた内容も含め、参加者が現場で実

践できるスキルの向上とリテラシーの情報共

有を目的に研修会を行っている。 

２）実践発表２ 

テーマ：「ICT 活用に関する市町村支援 ICT

活用のための「人づくり」「きっかけ

づくり」「体制づくり」支援」 

発表者：野口 豪氏（鹿児島県庁かごしま県

民大学中央センター主幹兼学習情報

係長） 

かごしま県民大学中央センターでは、市町

村等における ICTを活用した施策を展開する

ため、指導者の養成や ICT 活用支援を行って

いる。特に、職員が市町村等に直接出向いて、

効果的な技術支援を行うことに力を入れてい

る。 

 

 

 

 

                                             

▽講師派遣事業 

第 65 回愛媛県メディア教育研究大会 
 

令和６年度の全視連の講師派遣事業を活用

して、「ＩＣＴ・メディアを学びの友として」

を大会主題に全国視聴覚教育連盟専門委員長

の村上長彦氏の講演が標記研修会において実

施されました。 

１．主催 愛媛県メディア教育協会 

２．趣旨 

メディア教育の振興に携わる学校教育・社

会教育の関係者、団体・企業関係者が、ＩＣ

Ｔを活用した教育の推進やメディアの効果的

な活用等について講演及び実践事例から学び、

メディア教育の振興を図る。 

３．日時 

令和６年 10月 16 日（水）13:30～16:30 

４．会場 

愛媛県生涯学習センター４階大研修室 

５．参加者 

学校関係者、社会教育関係者、県・市町教育

委員会関係者、県・市町視聴覚センター・ライ

ブラリー関係者、メディア教育の振興に携わる

団体や企業関係者、メディア教育に関心のある

方（58 名） 

６．内容 

〇開会行事―愛媛県メディア教育協会会長、愛

媛県教育委員会教育長あいさつ 

発表者：野口 豪氏 
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〇講演―村上長彦氏（全国視聴覚教育連盟専門

委員長）、テーマ「メディアやＩＣＴを活用

して学びを深め広げる－学びの現場や行政

への期待－」 

・内容・ 

「学び」を支援するメディアの役割／教育に

おいてメディアを活用する際に前提として

おきたいこと／視聴覚教育の変遷／ＩＣＴ

と学力テスト、ＩＣＴの事例から学ぶ／ＩＣ

Ｔやメディアを生かし「学び」を深めるため

に期待するこ／16 ミリフィルムのデジタ

ル化に関して 

〇実践発表、研究協議―発表題：「ふるさとへ

の誇りや愛着、その魅力を発信する児童生徒

の育成～宇和島市動画プレゼンコンテスト

を通して～」 

発表者： 宇和島市教育委員会学校教育課  

担当係長  岡崎正太郎氏 

〇閉会行事―愛媛県メディア教育協会副会長

あいさつ 

 

 

 

 

 

                                             

▽全国 ICT 教育首長サミット・第 7 回日本 ICT 教育アワード開催 

 

全国ＩＣＴ教育首長協議会では、令和７年

１月 17 日（金）、「首長サミット・第７回日

本 ICT 教育アワード」を開催します。当日は

文科省の講演、ICT 機器展示、各４省庁によ

る先進自治体の大臣表彰などが行われます。 

●日時：令和 7 年 1月 17 日（金）10時 ～ 

17 時 00 分（9時 30分から受付開始） 

●場所：東京都立産業貿易センター浜松町館 

●参加対象：自治体首長・教育長・教育委員

会関係者・自治体関係者・学校関係者・教

育関係者・ICT 企業・報道関係者 

●招待人数：定員 300名 先着順（無料） 

●申込方法：下記参加申込フォームからお申

込みください 

https://www.ictmayors.jp/wp/2024_su

mmit_form/ 

●申込期間： 令和 7 年 1 月 14 日（火）
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▽えすけーぷ 

 NHK の番組に「映像の世紀シリーズ」があ

ります。NHK の番組サイトによれば、「20 世

紀は人類が初めて歴史を「動く映像」として見

ることができた最初の世紀です。映像は 20 世

紀をいかに記録してきたのか。世界中に保存さ

れている映像記録を発掘、収集、そして再構成

した画期的なドキュメンタリーのシリーズ。活

字とはひと味違った映像ならではの迫力と臨

場感あふれる映像で 20世紀の人類社会を鮮や

かに浮き彫りにします。」 

（ https://www.nhk.jp/p/ts/4NGRWX2R

RL/）という狙いを持った番組で、「映像の世紀」

「新・映像の世紀」「映像の世紀プレミアム」

と 3 シリーズで 47 本の番組が放送され、時折

再放送もされています。現在は「映像の世紀バ

タフライエフェクト」シリーズが放送されてい

ます。 

 このようなまさに映像の時代の中で、戦後の

ナトコ映写機や教育映画の普及とともに拡大

してきた視聴覚ライブラリーは、現在は縮小に

次ぐ縮小という状況にあります。 

 私たちの生活の中で、映像特に動画が当たり

前のように視聴され、視聴時間が増えるのと反

比例するかのように視聴覚ライブラリーの比

重が減り、生涯学習の場においても映画を見て

学習するということがなくなってきています。 

 市販映像教材などを購入して並べ、貸し出し

をするという運営形態からの脱却を目指すた

めに、すでに 1983 年（昭和 58 年）に社会

教育審議会教育放送分科会視聴覚ライブラリ

ー等のあり方に関する小委員会において、「視

聴覚ライブラリー及び視聴覚センターの整備

充実について（中間報告）」をまとめ、今後、

視聴覚センターが教材供給センター、教材制作

センター、情報センター、研修センター、研究

開発センター、学習センターの六つの役割を果

たすことが期待されるとし、視聴覚ライブラリ

ーにも同様の機能を持つことが望ましいとし

ました。 

 残念ながら、これらの機能を持つセンター・

ライブラリーは限られた数でしかありません

が、少なくともこれからも視聴覚センター・ラ

イブラリーとして運営されるならば、地域映像

教材を制作する機能は担っていただけること

を期待したいと思っています。もちろん、予算

もない、職員も足りないという中で新たな機能

を生み出すことは困難を伴うことでしょう。 

 しかし、今やスマホで高画質な動画が撮影で

きる時代であり、動画機能の付いたデジタルカ

メラやビデオカメラを持った多くの市民がい

らっしゃいます。このような市民と共同するこ

とで視聴覚センター・ライブラリーが地域映像

の拠点となる可能性は大きなものとなります。 

 教材をそろえてお店で待つというあり方か

ら、積極的に市民と共同しつつ地域映像を発信

するセンターに変わっていくことを期待して

います。（Ｔ．Ｍ） 

 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
全国視聴覚教育連盟  
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-10-11 虎ノ門 PF ビル  
TEL：03-3431-2186／Fax：03-3431-2192 
H P：http://www.zenshi. jp/ 
Mail： info@zenshi .jp 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

 
 
 

https://www.nhk.jp/p/ts/4NGRWX2RRL/
https://www.nhk.jp/p/ts/4NGRWX2RRL/
http://www.zenshi.jp/
mailto:info@zenshi.jp


7 

 

http://www.toei.co.jp/edu/ 

http://www.toei.co.jp/edu/

